
妖怪美術館 運営方針 

 

Ⅰ 基本的な考え方 

1. 基本コンセプト 

	 妖怪美術館は、主に現代において創作された「妖怪」を主題とする芸術作品および関

連資料を収集・展示する、世界的にも類例の少ない美術館である。	

	 妖怪とは、古来より人々の恐れや願い、自然環境との関係性から生まれた想像力の産

物であり、現代においても芸術表現を伴いながら新たに創作され続ける、日本の文化の

一要素である。	

	 当館は、香川県小豆島・迷路のまちに所在する古民家等を展示空間として活用し、資

料の収集・保管、調査研究および展示を通じて妖怪文化の価値を明らかにするとともに、

その成果を国内外に発信し、日本独自の妖怪文化の継承と発展に寄与することを目的と

する。	

	

2. 妖怪美術館の目指す姿 

（1）「現代の妖怪」を体系的に扱う美術館 

	 現代において新たに創作された「妖怪」を主題とする芸術作品を体系的に収集・保存

し、調査研究および展示を通じてその全体像を明らかにする美術館を目指す。	

（2）日本の妖怪文化を芸術として位置づける美術館 

	 妖怪文化を芸術として捉え、妖怪に関する資料や作品の収集、展示、評価を通してそ

の価値を明らかにするとともに、作家の技術向上および表現の発展に寄与する。	

（3）鑑賞を通して新たな創造性を喚起させる美術館 

	 「妖怪」という存在を通じて来館者の想像力や感性を刺激し、新たな創造へとつなが

る機会を提供する。	

（4）地域振興および文化的交流に貢献する美術館 

	 古民家を活用した展示空間と小豆島という観光地に立地する特性を活かし、美術館運

営や関連事業を通じて地域振興および国内外との文化的交流の促進に貢献する。	

 

Ⅱ 活動方針 

1. 資料の収集・保存 

（1）基本方針 

	 国内外における妖怪を主題とした芸術活動の動向を踏まえつつ、体系的かつ継続的に

作品および資料を収集し、将来にわたり共有されるべき文化資産としてコレクションの

形成を図る。	

	



（2）収集の考え方 

・現代において創作された「妖怪」を主題とする芸術作品および関連資料を中心に収集	

	 する。	

・「妖怪造形大賞」等の公募事業を通じた作品を重要な収集源と位置づける。	

・国内外の多様な表現、地域性、作家背景に配慮し、バランスのとれたコレクション形	

	 成を図る。	

・公募事業での受賞・入選作品の受入のほか、購入、寄贈、寄託等により収集を行う。	

	 受入れにあたっては専門的知見に基づき、当館の方針との整合性、保存可能性、権利	

	 関係等を総合的に考慮して決定する。	

 

（3）保存・管理 

・収集した作品および資料については、適切な環境のもとで保存・管理を行う。	

・古民家空間の特性を踏まえた保存環境（温湿度、採光、害虫等）について、整備および	

	 改善に継続的に取り組む。	

・収蔵品台帳の整備およびデータベース化を進め、デジタルアーカイブ化を図ることで	

	 適正な管理と利活用を推進する。	

・必要に応じて修復・保存処置を行い、資料の長期的保全に努める。	

	

2. 調査研究 

・妖怪文化および妖怪を主題とする芸術表現に関する調査研究を継続的に行う。	

・収蔵作品および作家に関する研究を通じて、妖怪表現の歴史的・文化的・現代的意義を	

	 明らかにする。	

・研究成果は、展示、図録、出版物、講演等を通じて広く公開し、社会に還元するととも	

	 に、館活動全体へ反映させる。	

	

3. 展示 

（1）常設展 

	 常設展では、収蔵作品を活用し、古来の妖怪文化から現代に至る妖怪表現の流れを示

すことで、妖怪という文化の連続性を提示する。	

	

（2）企画展 

	 企画展では、現代における妖怪表現の多様性や広がりを示すとともに、特定のテーマ

や作家等に焦点を当てた展示を実施する。国内外の動向も踏まえながら、多様な来館者

の関心に応える展覧会を計画的に開催する。	

	



（3）その他 

・古民家空間の特性を活かした展示を行う。	

・多言語対応等により国内外の来館者に配慮した鑑賞環境を整備する。	

	

4. 教育普及 

・妖怪文化を通じて想像力や感性を育むことを目的とし、多様な教育普及活動を実施す	

	 る。	

・ワークショップ、講演会、体験型プログラム等により学習機会を提供する。	

・学校教育機関と連携し、鑑賞教育および探究的学習への支援を行う。	

	

5. 情報発信・連携 

・ウェブサイトや SNS、出版物等を活用し、美術館活動および妖怪文化の情報発信を行	

	 う。	

・国内外の博物館、研究機関、文化団体等との連携を推進する。	

・観光関連団体や地域組織と連携し、来館者の拡大および地域活性化に寄与する。	

	

6. 環境・施設の整備 

・古民家を活用した施設の特性を踏まえ、定期的な点検および維持管理を行う。	

・安全性の確保および来館者の快適性向上に配慮した環境整備を進める。	

 

7. 安定的で健全な運営 

・収益事業（入館料、物販、イベント等）の充実を図る。	

・外部資金（助成金、協賛等）の活用を検討する。	

・業務の効率化を進め、持続可能な運営体制を構築する。	

	

8. 地域の振興・地域への貢献 

・小豆島および迷路のまちの文化資源と連携した活動を展開する。	

・地域住民との協働を通じて文化的価値の創出を図る。	

・観光資源としての魅力向上に寄与し、地域経済の活性化に貢献する。	

 

9. その他 

本方針は，社会状況および美術館活動の変化に応じて適宜見直しを行う。	
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